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近畿中国森林管理局

この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を使用しています。

　「美しい森林づくり推進国民運動」の推進
　近畿中国森林管理局では、地域や市民団体との共催による各種イベント等の開
催を通じて「美しい森林づくり推進国民運動」の積極的な普及・ＰＲに取り組んで

います。写真：デジカメ森林探検隊（和歌山県　高野山国有林にて） 

                                                      【関連記事は 2頁】

　02　デジカメ森林探検隊
　　　　～夏の高野山で自然とふれあう～
　　　　　　　　　　　－和歌山森林管理署－
　
　03　木造住宅の温もり・優しさをＰＲ
　　　　 　　　　　　　　　　 －職員厚生課－

　04　夜叉龍神の棲む森「岩谷国有林」　　　　

　　　　　　　　　 　　 －福井森林管理署－
　
　05　各署等の取組・行事の紹介

　07　シリーズ　森を守る
　　　　岩手・宮城内陸地震における治山対策

  08　身近な森林、使って守ろうみんなの暮らし
　　　　　～水都おおさか森林の市の開催～　 

■INDEX■INDEX

森への誘い
　近畿中国森林管理局ホームページでは、管内国有林の美しい風景

や名勝、保護林、巨木などの貴重な動植物のほか、国有林における

主な取組などの写真をスライド形式で紹介しています。第２回目と

なる9月は、広島北部森林管理署管内の国有林です。是非ご覧下さい。

　 http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/kyoku
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夏
の
高
野
山
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う

夏
の
高
野
山
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う

　

７
月
19
日
、
高
野
山
国
有
林
（
和
歌
山
県
高
野
町
）

に
隣
接
す
る
ゲ
ン
ジ
の
森
で
、
地
元
の
「
ゲ
ン
ジ
の
森

実
行
委
員
会
」
と
の
共
催
に
よ
り
、
高
野
山
「
デ
ジ
カ

メ
森
林
探
検
隊
」
を
開
催
し
、
高
野
町
や
橋
本
市
な
ど

の
小
学
生
と
そ
の
家
族
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
デ

ジ
カ
メ
森
林
探
検
隊
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る

撮
影
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
へ
の
近
づ
き
方

や
自
然
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
高
野
山
で
の
開
催
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
の
佐
藤
悦
子

先
生
か
ら
、
森
に
住
む
昆
虫
や
草
花
な
ど
を
接
写
す
る

た
め
に
、
虫
眼
鏡
を
用
い
る
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
年
齢
別
に
４
班
に
分
か
れ
、
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
求
め
て
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

　

撮
影
後
は
、
ヒ
ノ
キ
を
輪
切
り
し
た
板
に
、
撮
影
時

に
採
取
し
て
き
た
ど
ん
ぐ
り
や
枝
・
花
を
接
着
す
る
な

ど
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
フ
レ
ー
ム
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

完
成
品
は
、
班
毎
に
パ
ネ
ル
に
展
示
し
た
あ
と
、
子

ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
作
を
説
明
。
最
後
に
作
品

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
佐
藤
先
生
が
講
評
を
行
い
、
優
秀

賞
を
発
表
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

晴
天
で
日
差
し
も
暑
い
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

に
野
山
を
駆
け
回
り
な
が
ら
夏
休
み
最
初
の
土
曜
日
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

デ
ジ
カ
メ
森
林
探
検
隊

デ
ジ
カ
メ
森
林
探
検
隊

和
歌
山
森
林
管
理
署

参加者の作品
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国
産
材
を
利
用
し
た
モ
デ
ル
的
公
務
員
宿
舎
の
建
築

木
造
住
宅
の
温
も
り
・
優
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
庁
舎
や
宿
舎
等
へ
の
国
産
材
の

利
用
を
通
じ
て
木
材
の
利
用
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
広
島
北
部
森
林
管
理
署
（
広
島
県
三
次
市
）
と
、

岡
山
森
林
管
理
署
（
岡
山
県
津
山
市
）
に
お
い
て
公
務
員
宿
舎
の

新
築
を
計
画
し
て
お
り
、
広
島
北
部
森
林
管
理
署
公
務
員
宿
舎
は

現
在
建
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

広
島
北
部
森
林
管
理
署
公
務
員
宿
舎
は
木
造
２
階
建
１
棟
６
戸

と
木
造
３
階
建
１
棟
９
戸
の
計
２
棟
15
戸
、
岡
山
森
林
管
理
署
公

務
員
宿
舎
は
木
造
３
階
建
て
１
棟
11
戸
で
、
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
で
は
木
造
３
階
建
の
公
務
員
宿
舎
は
初
め
て
の
建
築
と
な
り
ま

す
。
構
造
は
と
も
に
木
造
軸
組
工
法
で
、
地
元
産
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
建
物
と
な
る
計
画
で
す
。

　

木
造
住
宅
の
特
性
は
、
室
内
の
湿
気
が
増
し
て
く
る
と
、
水
分

を
吸
収
し
、
湿
度
が
下
が
る
と
水
分
を
吐
き
出
し
て
湿
度
を
調
節

す
る
等
、
ま
さ
に
日
本
の
気
候
に
ぴ
っ
た
り
の
特
性
を
持
っ
て
い

る
ほ
か
、
断
熱
性
や
蓄
熱
性
に
も
優
れ
て
お
り
、
香
り
や
肌
触
り

の
良
さ
な
ど
が
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
木
材
を
住

宅
に
利
用
す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
を
長
期
間
固
定
で
き
る
な

ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
と
も
、
国
産
材
の
利
用
・

合
法
木
材
（
フ
ェ
ア
・
ウ
ッ
ド
）
の
使
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
木

材
利
用
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

建築中の広島北部森林管理署公務員宿舎　全景

国産材を使用した宿舎内部の構造

木材は ､構造材としてヒノキ 88㎥、スギ 41㎥を使用

職

員

厚

生

課
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福
井
森
林
管
理
署
㉛

夜
叉
龍
神
の
棲
む
森
「
岩
谷
国
有
林
」

夜
叉
龍
神
の
棲
む
森
「
岩
谷
国
有
林
」

　

福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
に
位
置
し
、
貴
重
な

自
然
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
登
山
者
に
も
親
し

ま
れ
て
い
る
岩
谷
国
有
林
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
岩
谷
国
有
林
は
岐
阜
県
と
の
県
境
に
あ
る

面
積
１
１
９
３
㏊
の
国
有
林
で
、
ブ
ナ
を
主
体
と

す
る
天
然
性
広
葉
樹
林
が
そ
の
多
く
を
占
め
、
全

域
が
滋
賀
・
福
井
・
岐
阜
の
三
県
に
ま
た
が
る
越

美
山
地
緑
の
回
廊
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
林
内
に

は
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
選
ば
れ
た
推
定
樹

齢
３
０
０
年
の
巨
木
「
岩
谷
の
ト
チ
ノ
キ
」
や
龍

神
が
棲
む
と
言
わ
れ
、
夜
叉
姫
の
伝
説
を
現
代
に

つ
た
え
る
夜
叉
ヶ
池
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

林
内
を
流
れ
る
岩
谷
川
に
沿
い
、
夜
叉
ヶ
池
に

至
る
間
は
登
山
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は

約
７
千
人
の
登
山
者
が
あ
り
ま
し
た
。先
述
の「
岩

谷
の
ト
チ
ノ
キ
」
の
外
に
も
推
定
樹
齢
４
０
０
年

の
カ
ツ
ラ
の
巨
木
や
カ
タ
ク
リ
、
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
群
落
な
ど
が
あ
る
こ
の
登
山
道
周
辺
の
森
林
を

「
夜
叉
ヶ
池
風
景
林
」
に
設
定
し
、
登
山
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
風
景
林
の
更
に
奥
、
岐
阜
県
と
の
県
境

と
な
る
尾
根
付
近
に
は
、
龍
神
伝
説
や
泉
鏡
花

の
戯
曲
で
も
知
ら
れ
て
い
る
夜
叉
ヶ
池
（
標
高

１
０
９
９
ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
世
界

で
も
こ
こ
だ
け
に
し
か
生
息
せ
ず
、
国
内
希
少
野

生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
が
い
ま
す
。

　

こ
の
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
と
そ
の
生
息
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
夜
叉
ヶ
池
を
含
む
周
囲
の
森
林

約
16
㏊
を「
夜
叉
ヶ
池
水
生
昆
虫
生
息
地
保
護
林
」

に
指
定
し
、
平
成
13
年
度
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

パ
ト
ロ
ー
ル
員
に
よ
る
巡
視
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
生
態
を
明
ら

か
に
し
、
効
果
的
な
保
全
を
図
る
た
め
、
平
成
17

年
に
は
農
林
水
産
省
と
環
境
省
が
共
同
で
「
ヤ

シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
保
護
増
殖
事
業
実
施
計
画
」
を

作
成
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
飼
育
・
繁
殖
試
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
重
要
な

繁
殖
場
所
で
あ
る
岸
辺
の
エ
コ
ト
ー
ン（
移
行
帯
）

を
登
山
者
に
よ
る
踏
み
付
け
等
か
ら
保
護
す
る
た

め
、池
周
囲
へ
の
木
道
の
設
置
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

夜
叉
ヶ
池
風
景
林
を
含
む
岩
谷
国
有
林
へ
は
、

福
井
県
南
越
前
町
側
か
ら
と
岐
阜
県
揖
斐
川
町
側

か
ら
登
る
コ
ー
ス
が
あ
り
、
多
く
の
登
山
者
が
訪

れ
ま
す
。
当
署
に
お
い
て
は
引
き
続
き
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
つ
つ
、
希
少
な
自
然
の
保
全

を
行
う
と
と
も
に
、
大
勢
の
方
々
に
自
然
と
共
生

し
つ
つ
森
林
に
親
し
む
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
く

考
え
で
す
。

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/fukui
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叉
姫
の
伝
説
が
あ
る
夜
叉
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て
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シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

「
不
法
投
棄
を
な
く
し
、
き
れ
い
な
環

境
創
り
を
地
域
と
共
に
！
」  

片
フ
タ

山
国
有
林
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】
７
月
15
日
、
安
芸
高

田
市
、
西
日
本
高
速
道
路(

株
）、
広
島
Ｏ
Ｆ
会

(

林
野
庁
退
職
者
会
）、
地
域
住
民
な
ど
11
団
体

総
勢
約
50
人
の
協
力
を
得
て
、
不
法
投
棄
の
目
立

つ
高
速
道
路
沿
い
周
辺
を
中
心
に
「
片
フ
タ
山
国

有
林
・
中
国
自
動
車
道
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
国
有
林
や
高
速
道
路
下
か
ら
は
不

法
に
投
棄
さ
れ
た
農
機
具
や
便
器
、
冷
蔵
庫
、
藁

葺
き
家
屋
に
使
用
し
た
古
茅
、
空
き
缶
・
古
タ
イ

ヤ
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
８
ト
ン
分
が
回
収
さ
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、
高
速
道
路
の
高
架
下
を
農
機
具
等

の
置
き
場
と
し
て
倉
庫
代
わ
り
に
使
用
し
て
い
る

者
も
お
り
、
地
域
住
民
と
市
役
所
が
説
得
し
撤
収

さ
せ
る
一
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
。
回
収
し
た
投
棄

物
は
全
て
安
芸
高
田
市
役
所
の
協
力
に
よ
り
「
芸

北
広
域
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
」
に
持
ち
込
み
処
理
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
報
道
機
関
６
社
か

ら
の
取
材
が
あ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。
大
椿
署
長
は
、
報
道
機
関
か
ら
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
対
し
、「
地
域
と
連
携
を
と
り
、
よ
り

巡
視
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
を
撲
滅
し
た
ク
リ
ー

ン
な
国
有
林
に
し
た
い
」
と
力
強
く
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

京
都
市
立
西
京
極
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
職
業
体
験
を
受
け
入
れ                        

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
６
月
11
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
、
京
都
市
教
育
委
員
会
の
要
請
に

よ
る
職
業
体
験
生
と
し
て
京
都
市
立
西
京
極
中
学

校
の
２
年
生
２
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
業
体
験
で
は
、
マ
ツ
林
の
再
生
に
向

け
た
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
銀
閣
寺
山
国
有
林

に
お
い
て
、
地
掻
き
試
験
地
の
周
囲
測
量
や
マ
ツ

の
発
生
調
査
の
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
３
日
間
の
体
験
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
、「
暑

く
て
、
と
て
も
や
り
づ
ら
い
環
境
だ
っ
た
が
、
普

不
法
投
棄
に
憤
り
を
感
じ
な
が
ら
も
、
黙
々
と
作
業

す
る
参
加
者

段
で
は
滅
多
に
遭
遇
出
来
な
い
昆
虫
と
ふ
れ
あ
え

る
な
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
仕
事
は
な
か
な

か
楽
し
く
、
と
て
も
た
め
に
な
る
体
験
と
な
っ

た
。
将
来
こ
の
仕
事
を
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

今
回
の
体
験
を
生
か
し
、
今
後
の
学
校
生
活
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」「
地
球
温
暖
化
を
防
い
だ
り
、

毎
日
僕
た
ち
が
飲
む
お
い
し
い
水
を
作
り
だ
し
た

り
、
木
は
地
球
に
必
要
だ
と
思
っ
た
。
山
で
の
仕

事
は
結
構
き
つ
く
て
、
暑
か
っ
た
が
、
自
然
の
中

で
仕
事
を
す
る
の
も
い
い
と
思
っ
た
。
キ
ツ
ツ
キ

の
木
を
つ
つ
く
音
が
聞
け
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
に
熱
心
に
取
り
組
む
中
学
生

夏　

満　

喫　

！                        

【
島
根
森
林
管
理
署
】
７
月
27
日
、
大
志
戸
国
有

林
に
お
い
て
連
合
島
根
主
催
に
よ
る
「
夏
休
み
こ

ど
も
自
然
観
察
会
」
が
、
地
元
市
町
か
ら
70
名
参

加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
観
察
会
は
、
夏

休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
に
森
林
に
親
し
む
機
会
を

作
り
、
森
林
の
豊
か
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
、
林
内
の
散
策
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か

み
ど
り
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
水
鉄
砲
等
の
木
工

作
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
さ
れ
、
国

有
林
の
中
に
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
わ
た
り
、

終
始
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
「
チ
ョ
ー
楽
し
い
一
日
だ
っ
た

よ
！
」
の
感
想
を
置
き
土
産
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木

工
作
品
を
大
事
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
森
林
の
大
切
さ
を
一
つ
で
も
感
じ
て
く
れ

作
業
終
了
後
、
記
者
の
取
材
に
応
じ
る
大
椿
署
長
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ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
に
夢
中
に
な
る
子
ど
も
た
ち

る
こ
と
を
願
う
汗
だ
く
の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

伊
崎
国
有
林
ハ
イ
キ
ン
グ
歩
道
の

整
備

【
滋
賀
森
林
管
理
署
】
８
月
２
日
、
伊
崎
国
有
林

（
近
江
八
幡
市
）「
伊
崎
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
お
い

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ク

ラ
ブ
（
Ｈ
Ｇ
Ｃ
）
の
会
員
ら
約
13
名
が
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
補
修
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
昨
年
、
カ
ワ
ウ
に
よ
る

林
木
の
枯
死
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
当
地

域
に
お
け
る
被
害
防
止
対
策
の
啓
発
と
入
林
者
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
カ
ワ
ウ
を
生
息
抑
制
区

域
へ
追
い
込
む
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
た
も
の
で

す
。
炎
天
下
の
中
、
参
加
者
は
、
ぬ
か
る
ん
だ
箇

所
等
へ
ス
ギ
板
、
丸
太
を
使
っ
て
橋
や
排
水
溝
を

整
備
し
ま
し
た
。
当
Ｈ
Ｇ
Ｃ
は
「
カ
ワ
ウ
の
棲
み

つ
か
な
い
森
づ
く
り
」
と
し
て
現
地
に
あ
る
森
林

０
．
５
㏊
の
下
刈
も
毎
年
６
・
８
月
に
２
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度

「京
都
伝
統
文
化
の
森
推

進
協
議
会
」
総
会
及
び
支
援
協
定
締
結

式
を
開
催

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
む

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
８
月
11
日
に
、

ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
に
お
い
て
、
平
成
20
年

度
の
「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
総
会

及
び
支
援
協
定
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
京

都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
は
、
京
都
東
山

の
国
有
林
（
約
１
９
０
㏊
）
を
対
象
と
し
て
、
広

範
な
関
係
者
の
参
加
を
通
じ
て
、
東
山
国
有
林
の

文
化
的
価
値
に
つ
き
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も

に
、
外
部
資
金
の
導
入
を
図
り
つ
つ
、
森
林
整
備
・

景
観
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨

年
末
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
及
び
支
援
協
定
締
結
式
に
は
、
協
議
会
の

顧
問
で
あ
る
門
川
大
作
京
都
市
長
、
朝
比
奈
清
近

畿
中
国
森
林
管
理
局
長
（
代
理:

古
井
繁
男
同
総

務
部
長
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
山
折
哲
雄
会
長
ほ

か
16
名
の
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
当
事
務
所
か

ら
は
、
福
田
所
長
が
「
相
談
役
」
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
、
山
折
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
っ
た
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
古
井
総
務

部
長
よ
り
、
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
を
国

民
に
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
す
べ
く
、様
々

な
関
係
者
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
、「
京
都
伝

統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
は
、
東
山
の
国
有
林

を
舞
台
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
主
体
的
な
参
加

に
よ
り
、
森
林
の
整
備
と
森
林
の
有
す
る
文
化
的

価
値
の
発
信
を
進
め
て
頂
く
取
組
で
あ
り
、「
国

民
の
森
林
・
国
有
林
」
と
い
う
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
誠
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
、
本
日
の
総
会
後
に
は
、「
支
援
協
定
締

結
式
」
と
し
て
、
協
議
会
に
対
し
て
継
続
的
な
支

援
を
提
供
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
団
体
と
協
議
会

と
の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
と
聞
い
て
い
る
、
こ

の
支
援
協
定
は
、
国
有
林
野
事
業
の
「『
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
』
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
協
定
締
結
は
全
国
で
も

３
番
目
で
、
極
め
て
先
進
的
な
取
組
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
、
今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、

「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
の
活
動
が

更
に
活
発
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
旨
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
山
折
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、「
平

成
19
年
度
事
業
実
績
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」

ほ
か
５
つ
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
、
原
案
通
り
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、「
支
援
協
定
締
結
式
」と
し
て
、

ま
ず
、
門
川
大
作
京
都
市
長
よ
り
、
京
都
は
東
山

な
ど
の
森
林
が
あ
っ
て
こ
そ
引
き
立
つ
街
並
み
で

あ
る
、
こ
れ
ま
で
国
有
林
は
勝
手
に
入
っ
て
は
い

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
サ
ポ
ー
タ
ー
４
団
体
が
、

整
備
・
管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
支
援
協
定
を
締
結
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森を守る森を守る
シリーズ

け
な
い
場
所
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
既
存
の
制
度

を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
関
係

者
が
力
を
合
わ
せ
て
森
づ
く
り
に
取
り
組
む
仕
組

み
が
で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
今
回
、
京
都

市
長
と
し
て
、「
支
援
協
定
締
結
式
」
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
、
今
後
、

国
有
林
で
の
活
動
を
核
と
し
て
、
民
有
林
に
も
同

様
の
活
動
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
旨
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
門
川
京
都
市
長
及
び
古
井
総
務
部
長

の
立
会
の
下
、
山
折
会
長
と
協
議
会
へ
継
続
的
に

財
政
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
「
サ

ポ
ー
タ
ー
」
４
団
体
（
青
蓮
院
門
跡
（
東
伏
見
門

主
）、
清
水
寺
（
大
西
執
事
長
）、
高
台
寺
（
真
神

事
務
長
）
及
び
祇
園
商
店
街
振
興
組
合
（
北
村
理

事
長
））
と
の
間
で
、「『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
』
の
整
備
・
管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
支
援
協

定
」
の
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
山
折
会
長
よ
り
、
協
議
会
の
各
種
活
動

に
参
加
す
る
「
活
動
協
力
団
体
」
10
団
体
（
粟
田

自
治
連
合
会
、
弥
榮
自
治
連
合
会
、
清
水
自
治
会

連
合
会
、
修
道
自
治
連
合
会
、
清
水
寺
門
前
会
、

東
山
保
勝
会
、
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
京

都
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
、
京
都
室
町

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
及
び
ド
ッ
ト
カ
ム
京
都
24　

霊
友
会
青
年
部
）
に
対
し
て
、「
活
動
協
力
団
体

登
録
証
」
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
後
と
も
、
京
都
市
と
連
携
し
つ

つ
、「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
の
活

動
を
支
援
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
を
観
測
し
た
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
（
６
月
14
日
発
生
）
に
よ
り
、
岩
手
県

一
関
市･

奥
州
市
、
宮
城
県
栗
原
市
を
中
心
と
し

た
山
地
で
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や
地
す
べ
り
、
土

石
流
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
発
生
し

た
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
の
多
く
は
国
有
林
内
で
し

た
が
、
国
有
林
に
隣
接
す
る
民
有
林
で
も
相
当
な

規
模
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
林
野
庁
で
は
、

岩
手
・
宮
城
両
県
知
事
か
ら
緊
急
対
策
の
要
請
を

受
け
、
被
害
の
大
き
な
民
有
林
に
つ
い
て
も
、
国

有
林
内
の
復
旧
対
策
と
併
せ
て
直
轄
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
復
旧
対
策
を
早
急
に
進
め
る
た
め
、

６
月
25
日
か
ら
一
週
間
、
全
国
の
国
有
林
治
山
技

術
者
で
編
成
さ
れ
た
「
治
山
技
術
エ
キ
ス
パ
ー
ト

部
隊
」
が
派
遣
さ
れ
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
か

ら
も
１
名
の
職
員
が
参
加
し
、
現
地
調
査
や
復
旧

計
画
作
成
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
要
請
を
受
け
て
の
応
急
対
策
と

し
て
、
孤
立
集
落
に
つ
な
が
る
市
道
の
崩
土
除
去

や
、
通
行
止
め
に
な
っ
た
国
道
の
迂
回
路
と
し
て

国
有
林
内
の
林
道
の
緊
急
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
旧

に
向
け
、
林
野
庁
を
あ
げ
て
復
旧
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
お
け
る
治
山
対
策

写真：（上）民有林における土石流発生箇所（民有林直轄治山事業箇所）

　　　（左上）エキスパート部隊による民有林被害箇所の現地調査

　　　（左下）寸断された国道の迂回路として国有林内の林道を緊急整備



近畿の水瓶・琵琶湖からの水の恵みを受けた大川端で

実り豊かな「水都おおさか森林の市２００８」を今年も開催します。

地域の方々の取組や ､絵画などの作品の発表・展示、

木を使った楽器の演奏、木製品の展示・販売、山の恵みの販売、

つるかご編みや木工工作などの体験コーナーなど、

親子で楽しめる催し物がもりだくさん！

木や自然とふれあい、楽しく自然環境やみんなの暮らしについて考えましょう。

２００８

身
近
な
森
林
、
使
っ
て
守
ろ
う
み
ん
な
の
暮
ら
し

身
近
な
森
林
、
使
っ
て
守
ろ
う
み
ん
な
の
暮
ら
し

主催：「水都おおさか森林の市 2008」実行委員会

平成20年平成20年

１０１０月月１１１１日（土）日（土）
　　　　～　　　　～１２１２日（日）日（日）
10時～16時　入場無料　雨天決行10時～16時　入場無料　雨天決行

場 所

近畿中国森林管理局、ＯＡＰ、毛馬桜之宮公園周辺近畿中国森林管理局、ＯＡＰ、毛馬桜之宮公園周辺

◆天満音楽祭同日（10/12）開催◆天満音楽祭同日（10/12）開催
◆おおさか山の日（11/8）協賛イベント◆おおさか山の日（11/8）協賛イベント

「美しい森林づくり推進国民運動」関連イベント「美しい森林づくり推進国民運動」関連イベント

問合せ先

近畿中国森林管理局 指導普及課 緑の普及係

TEL 050-3160-6753　FAX 06-6881-3564


